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【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 紡 糸 速 度 は 2500m/分 以 上 と し 、 紡 糸 過 程 で あ る 程 度 複 合 糸 の 配 向 結 晶 化 を 進 め て お
く と 、 延 伸 に よ り 捲 縮 を 付 与 し や す く 好 ま し い 。 ま た 、 延 伸 温 度 は 85℃ 以 上 と す る こ と で
、 分 子 鎖 の モ ビ リ テ ィ ー を 充 分 大 き く す る こ と が 可 能 で あ り 、 糸 斑 の 小 さ な 潜 在 捲 縮 発 現
性 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 を 得 る こ と が で き 好 ま し い 。 延 伸 温 度 は よ り 好 ま し く は 90℃ 以 上 で あ
る 。 ま た 、 延 伸 倍 率 は 高 い ほ ど 捲 縮 特 性 が 向 上 す る が 、 NDR× 1.2以 上 と す る と 、 充 分 な 捲
縮 特 性 を 得 る こ と が で き 好 ま し い 。 延 伸 倍 率 は よ り 好 ま し く は NDR× 1.3以 上 で あ る 。 こ こ
で 、 NDRと は い わ ゆ る 自 然 延 伸 倍 率 の こ と を 意 味 し 、 図 ４ に よ う に

と し て 定 義 さ れ る も の で あ る 。 ま た 、 延 伸 は ２ 段 以 上 の 多 段
延 伸 を 採 用 す る と 、 捲 縮 特 性 が 向 上 し 、 好 ま し い 。 ま た 、 延 伸 糸 の 結 晶 化 が 抑 制 さ れ て い
る と ポ リ エ ス テ ル と 改 質 ポ リ エ ス テ ル の 収 縮 差 が 大 き く な り 、 捲 縮 特 性 が 向 上 す る 。 こ の
た め 、 延 伸 後 の 熱 セ ッ ト 温 度 は 90℃ 以 下 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】

本 発 明 は 、 シ ャ ツ 、 ブ ラ ウ ス 、 パ ン ツ 、 ス ー ツ 、 ブ ル ゾ ン 等 に 好 適 に 用 い る こ と が で き る
。
【 手 続 補 正 ３ 】

｛ １ ＋ （ 定 応 力 伸 長 領
域 長 （ ％ ） ／ １ ０ ０ （ ％ ） ｝

本 発 明 の 潜 在 捲 縮 発 現 性 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 は 、 織 物 や 編 物 中 で 大 き な ス ト レ ッ チ 性 と か さ
高 性 を 得 る た め に 、 長 繊 維 で あ る こ と が 好 ま し い 。



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
捲 縮 伸 長 率 （ %） ＝ ［ （ Ｌ 1 　 － Ｌ 2 　 ） ／ Ｌ 1 　 ］ × 100%
Ｌ 1 　 ： 繊 維 か せ に 180× 10 - 3 cN/dtex荷 重 を 吊 し た 時 の か せ 長
Ｌ 2 　 ： 繊 維 か せ に 0.9× 10 - 3 cN/dtex荷 重 を 吊 し た 時 の か せ 長
Ｂ ． 収 縮 応 力
カ ネ ボ ウ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 社 製 熱 応 力 測 定 器 で 、 昇 温 速 度 150℃ /分 で 測 定 し た 。 サ ン プ ル
は 10cm× 2の ル ー プ と し 、 初 期 張 力 は 繊 度 （ デ シ テ ッ ク ス ） × 0.9× (1/30)gfと し た 。
Ｃ ． 極 限 粘 度 （ ［ η ］ ）
オ ル ソ ク ロ ロ フ ェ ノ ー ル 中 、 25℃ で 測 定 し た 。
Ｄ ． 直 線 収 縮 率
直 線 収 縮 率 (%)＝ ［ （ Ｌ 0 　 － Ｌ 1 　 ’ ） ／ Ｌ 0 　 ） ］ × 100%
Ｌ 0 　 ： 繊 維 か せ を 初 荷 重 0.18cN/dtex下 で 測 定 し た か せ の 原 長
Ｌ 1 ’ ： Ｌ ０ を 測 定 し た か せ を 実 質 的 に 荷 重 フ リ ー の 状 態 で 沸 騰 水 処 理 を 15　 　 　 　 　 分
間 施 し 、 さ ら に 160℃ 乾 熱 処 理 を 15分 間 施 す 。 そ の 後 初 荷 重 0.18cN/　 　 　 　 　 dtex下 で の
か せ 長
す な わ ち 、 比 較 的 重 い 荷 重 に よ り 捲 縮 を 完 全 に 引 き 伸 ば し た 時 の 繊 　 　 　 　 　 乾 熱 収
縮 率 で あ る 。
Ｅ ． ウ ー ス タ ー 斑 （ U%）
Zellweger社 製 　 USTER　 TESTER　 １ 　 ModelCを 使 用 し 、 25m/分 の 速 度 で 糸 を 給 糸 し な が ら
ノ ー マ ル モ ー ド で 測 定 を 行 っ た 。
Ｆ ． 強 度 お よ び 伸 度
初 期 試 料 長 ＝ 50mm、 引 っ 張 り 速 度 ＝ 50mm/分 と し 、 JIS 　 L1013に し た が い 荷 重 － 伸 長 曲 線
を 求 め た 。 次 に 、 荷 重 － 伸 長 曲 線 に お い て 最 高 到 達 荷 重 を 初 期 繊 度 で 割 り 強 度 （ cN/dtex
） と し 、 最 高 到 達 荷 重 で の 伸 び を 初 期 試 料 長 で 割 り 伸 度 （ ％ ） と し た 。
Ｇ ． 自 然 延 伸 倍 率 （ NDR）
初 期 試 料 長 ＝ 50mm、 引 っ 張 り 速 度 ＝ 50mm/分 と し 、 JIS 　 L1013に し た が い 荷 重 － 伸 長 曲 線
を 求 め た 。 次 に 、 荷 重 － 伸 長 曲 線 に お い て 、 降 伏 点 以 後 の 一 定 荷 重 値 を 示 す 領 域 を 定 応 力
伸 長 領 域 と し 、 そ の 一 定 荷 重 値 を 初 期 の 繊 度 で 割 り 定 応 力 伸 長 領 域 応 力 、 定 応 力 伸 長 領 域
の 終 了 点 の 伸 度 を 100%で 割 り 、 定 応 力 伸 長 領 域 長 と し た 。 そ し て NDR＝ 1＋ 定 応 力 伸 長 領 域
長 と し た （ 図 ４ ） 。
Ｈ ． 布 帛 評 価
得 ら れ た 潜 在 捲 縮 発 現 性 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 に 撚 り 係 数 15000の 強 撚 を 施 し 、 Ｓ ／ Ｚ 交 互 配
置 と し た も の を 経 糸 お よ び 緯 糸 に 用 い て 平 織 り を 作 製 し た 。 そ れ に 90℃ 温 水 中 で で リ ラ ッ
ク ス 精 練 に よ り 収 縮 を 施 し た 後 180℃ で 中 間 セ ッ ト を 行 っ た 。 そ し て 、 常 法 に し た が い 10
重 量 %の ア ル カ リ 減 量 を 施 し た 後 、 や は り 常 法 に し た が い カ チ オ ン 染 料 を 用 い 青 色 に 染 色
、 洗 浄 を 施 し た 。 そ し て 、 得 ら れ た 布 帛 の ス ト レ ッ チ 性 、 発 色 性 、 染 め 斑 、 布 帛 表 面 の 審
美 性 に つ い て 官 能 評 価 を １ ～ ５ 級 で 行 い 、 ３ 級 以 上 を 合 格 と し た 。
実 施 例 １
［ η ］ ＝ 0.63の 酸 化 チ タ ン を 含 ま な い ホ モ PETと ［ η ］ ＝ 0.65の 5-ナ ト リ ウ ム ス ル ホ イ ソ
フ タ ル 酸 を 2mol%、 PEGを 1重 量 %共 重 合 し 酸 化 チ タ ン を 0.03wt%含 む 改 質 PETを そ れ ぞ れ 290
℃ 、 300℃ で 別 々 に 溶 融 し 、 絶 対 濾 過 径 15μ ｍ の ス テ ン レ ス 製 不 織 布 フ ィ ル タ ー を 用 い 別
々 に 濾 過 を 行 っ た 後 、 孔 数 12の 平 行 合 流 タ イ プ 複 合 紡 糸 口 金 （ 図 ２ ａ ） か ら 複 合 比 50重 量
%／ 50重 量 %の サ イ ド バ イ サ イ ド 複 合 糸 （ 図 ３ （ ｂ ） ） と し て 紡 糸 温 度 300℃ で 吐 出 し た 。
紡 糸 － 延 伸 後 56dtexと な る よ う 吐 出 量 を 調 整 し 、 紡 糸 速 度 3000m/分 で 12フ ィ ラ メ ン ト の 未
延 伸 糸 を 巻 き 取 っ た （ 図 ５ ） 。 そ の 後 ホ ッ ト ー ロ ー ラ ー を 有 す る 延 伸 機 を 用 い 、 第 １ ホ ッ
ト ー ロ ー ラ ー （ 1HR） の 温 度 90℃ 、 熱 板 （ HPL） 温 度 を 150℃ （ Ｌ ＝ 15cm） 、 延 伸 倍 率 を 1.7
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3倍 （ NDR× 1.33） と し て 延 伸 を 行 っ た （ 図 ６ ） 。 紡 糸 、 延 伸 と も 製 糸 性 は 良 好 で あ り 糸 切
れ は 無 か っ た 。 得 ら れ た 繊 維 の 物 性 値 を 表 １ に 示 す が 、 優 れ た 捲 縮 発 現 能 力 を 示 し 、 糸 斑
も 優 れ て い た 。 こ の 潜 在 捲 縮 発 現 性 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 を 用 い 、 布 帛 評 価 を 行 っ た と こ ろ 、
ス ト レ ッ チ 性 、 発 色 性 が 優 れ て お り 、 染 め 斑 、 布 帛 表 面 荒 れ 等 も 発 生 し な か っ た 。
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